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ガボン共和国月報（２０１５年１１月）

２０１５年１１月号

在ガボン日本国大使館

主な出来事

【内政】

●ボンゴ大統領によるングニエ州訪問

●第３回ガボン・マラソン大会の開催

【外政】

●オナ・オンド首相によるダカール・国際フォーラム出席

●ＥＣＣＡＳ臨時首脳会合の開催

●第４１回ＵＮＳＡＣの開催

●ボンゴ大統領によるＣＯＰ２１出席

【経済】

●第２回５年国債の発行

●ガボン政府による経済成長率の発表（４．２％）

●ガボン国債の格付け「Ｂ＋」（フィッチ・レーティングス）

●中国エグジム銀行による職業訓練協力

【内政】

１ ボンゴ大統領によるングニエ州訪問

２－３日，アリ・ボンゴ大統領は，「地方農業振興政策（GRAINE）」が正式に開始されたン

グニエ州を訪問し，右地域における道路インフラの建設現場を視察した。（３日付ＧＲ，４

日付ＵＮ）

２ 第４回国家気候委員会の開催

１９日，アリ・ボンゴ大統領は，大統領府にて，第４回国家気候委員会（Conseil national 

climat）を開催し，より効果的な気候変動対策の実施に向けて，国家機関の創設を要請し

た。（２０日付ＵＮ）

３ ボンゴ大統領によるオイエム市長との会談

２０日，アリ・ボンゴ大統領は，オイエム市長と会談し，２０１７年のアフリカ・ネーシ

ョンズ・カップ開催に向けたスタジアム建設をはじめ，地方分権に係る法律の実施等につ

いて意見交換を行った。（２０日付ＵＮ）

４ 第３回ガボン・マラソン大会の開催

２８－２９日，リーブルビルにて，第３回ガボン・マラソン大会が開催され，１２，００

０人のランナーが参加した。２８日に実施された「la Gabonaise(女性ランナー用コース)」

には，シルビア・ボンゴ大統領夫人が参加し，ガン予防啓発運動を行った。（２８日付，２

９日付ＵＮ）
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【外政】

１ ＯＩＦ派遣団によるガボン訪問

８月２６－２９日のジャン・ミカエル仏語圏国際機関（ＯＩＦ）事務局長によるガボン訪

問のフォローアップとして，３－５日，ＯＩＦ派遣団がガボンを訪問した。右派遣団は，

エマニュエル・イソゼ・ンゴンデ外務・仏語圏・地域統合大臣と会談し，来年の大統領選

挙が透明性のある平和で民主的な選挙となるよう意見交換を行った。また，右派遣団は，

国家通信委員会（ＣＮＣ)，与野党と会談した他，市民社会とも意見交換を行った。（５日

付ＵＮ）

２ コンゴ（共）大統領特使によるガボン訪問

アリ・ボンゴ大統領（ＥＣＣＡＳ議長）は，サスン・ゲソ・コンゴ（共）大統領特使と会

談を行い，中部アフリカ地域における安全保障等について議論を行った。（７日付ＵＮ）

３ オナ・オンド首相によるダカール・国際フォーラム出席

９－１０日，オナ・オンド首相は，平和と安全に係る第２回ダカール・国際フォーラムに

出席し，テロ・過激派の脅威，若年層の失業問題，教育，経済成長について議論を行った。

また，オナ・オンド首相はサル・セネガル大統領と会談を行ったほか，濵地外務大臣政務

官をはじめとする各国政府高官と会談を行った。（９日付ＵＮ）

４ ボンゴ大統領によるＣＯＰ２１ワーキングランチの出席

１０日，オランド仏大統領の招待のもと，アリ・ボンゴ大統領，ヤイ・ボニ・ベナン大統

領，アルファ・コンデ・ギニア大統領，ジャン・マハマ・ガーナ大統領他はＣＯＰ２１ワ

ーキングランチ（於：パリ）に出席した。（１１日付ＵＮ）

５ ボンゴ大統領による移民問題を議論するＥＵアフリカ首脳会合出席

１０日，アリ・ボンゴ大統領は，移民問題を議論するＥＵアフリカ首脳会合（於：マルタ）

に出席し，移民問題について議論を行った。（１１日付ＵＮ）

６ オナ・オンド首相による第９回経済フォーラム・アフリカ統合レセプション出席

２４日，オナ・オンド首相は，第９回経済フォーラム・アフリカ統合レセプション（於：

コトヌ）に出席した。右会合にて，オナ・オンド首相は，「台頭するガボン政策」が掲げる

インフラ整備，情報通信技術の拡大，企業活動環境の改善が，経済多様化に貢献すると述

べた。（２６日付ＵＮ）

７ ＥＣＣＡＳ臨時首脳会合の開催

２５日，リーブルビルにて，中部アフリカ諸国経済共同体（ＥＣＣＡＳ）臨時首脳会合が

開催され，中アにおける選挙プロセス，選挙日程の確定，３６３万ドルの赤字予算の補填

について議論が行われた。また，ＥＣＣＡＳ加盟国は，国連安保理に対してＭＩＮＵＳＣ

Ａのマンデート強化を要請するために代表団の派遣を決定した。ＥＣＣＡＳ議長のアリ・

ボンゴ大統領は，中アの政治的危機を長期的に解決する唯一の方法は選挙であるとして，

１０億ＣＦＡフラン（約２億円）の選挙支援を発表した。（２６日付ＵＮ，２６日付ＧＲ）
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８ 第４１回ＵＮＳＡＣの開催

２３－２７日，リーブルビルにて，第４１回中部アフリカ安全保障問題に関する国連常設

諮問委員会（ＵＮＳＡＣ）が開催され，テロ及び軽火器・小口径銃拡散に係る対処戦略が

議論された。また，今次会合では，テロ及びボコ・ハラムの他に，密猟及び海賊対策の強

化についても議論が行われた。第４２回ＵＮＳＡＣは半年後にバンギにて開催予定。（２

３日付，２４日付，２５日付，２６日付，２７日付ＵＮ）

９ ボンゴ大統領によるＣＯＰ２１出席

３０日，気候変動枠組条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）が開催され，ガボンからア

リ・ボンゴ大統領，マッサール大統領府長官及びフロール・ミストゥル環境・天然資源・

森林・海洋保護大臣が出席した。ガボンはアフリカ諸国のなかで気候変動対策に最も自発

的に貢献している国であり，今次会合にて，環境に配慮した経済政策の可能性が探求され

る。（３０日付ＵＮ）

【経済】

１ 第２回５年国債の発行

３日，９月に発行された第１回５年国債に次いで，オナ・オンド首相は，第２回５年国債

（利率６％）の発行を発表した。同国債は，リーブルビル都市計画及び郊外道路建設を目

的に，８００億ＣＦＡフランの借款計画に充てられる。（４日付ＧＲ）

２ ガボン政府による経済成長率の発表（４．２％）

４日，ガボン通貨・金融委員会が開催され，レジ・イモンゴ・タタガニ持続可能な経済開

発・投資促進・計画大臣は，公共投資の遅延，森林産業の落ち込み，中部アフリカ地域に

おける貿易悪化を考慮して，２０１５年の経済成長率は４．２％となる旨発表した。（５日

付ＵＮ）

３ ガボン・ＦＡＯ協力関係

４日，国際連合食糧農業機関（ＦＡＯ）は，「家畜飼料増産に向けた畜産業促進に係る支援

計画（総額２億３，５８０万ＣＦＡフラン）」を発表した。ガボン畜産局は，国立農業研究

所（ＯＮＡＬＡ）とともに，１６ヶ月間に亘り，家畜飼料増産を目的とした支援を実施す

る。（５日付ＵＮ）

４ ガボン国債の格付け「Ｂ＋」（フィッチ・レーティングス）

フィッチ・レーティングスは，石油産業の落ち込みによる歳入低下を考慮しながらも，ガ

ボン長期国債の格付けを「Ｂ+」，短期国債を「Ｂ+++」に維持した。（１０日付ＵＮ）

５ 国家金融委員会によるマネタリーサーベイの発表

６日，国家金融委員会（ＣＮＣ）は，対外純資産の２，５％（１兆２，４６１億ＣＦＡフ

ラン）減，国内信用の８．６％（１兆１，９８３億ＣＦＡフラン）増を発表し，ポストバ

ンクを除き，ガボン金融業は概ね好調である旨発表した。また，貨幣流通高は２，３％（２

兆１，９７９億ＣＦＡフラン）増加した。（１０日付ＵＮ）
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６ 中国エグジム銀行による職業訓練協力

１１日，レジ・イモンゴ・タタガニ持続可能な経済開発・投資促進・計画大臣は，北京に

おいて，中国輸出入銀行であるエグジム銀行（Exim Bank of China）との間で総額１００，

７８８，０１６．４５ドル（約５０３億ＣＦＡフラン）の職業訓練協力に係る協定に署名

した。右支援プロジェクトにより，オウェンド，ポールジャンティ及びフランスビルの３

都市に職業訓練校が新規建設され，備品が整備される。（１３日付ＵＮ）

７ 森林分野における官民連携

１１日，フロール・ミストゥル環境・天然資源・森林・海洋保護大臣は，官民連携事業に

係る協定に合意し，森林分野の民間事業体に対する６５．６億ＣＦＡフランの支援を決定

した。右支援により，官民間の意見交換が促進され，森林産業の発展・雇用創出が期待さ

れる。（１３日付ＵＮ）

８ ガボン湾海上鉱区入札の開始

２４日，ガボン政府は，１０月に開催された第２２回オイル・ガス・ウィーク（於：ケー

プタウン）に続き，ガボン湾沖の海上鉱区５鉱区の入札を開始した。（２５日付ＧＲ）

９ Sociga 社の経営破綻

１６日，臨時株主総会にて，ガボン・タバコ会社（Sociga）は，４３億ＣＦＡフランの負

債を理由に，同社の解体を決定した。（２６日付ＧＲ）

出典：ＰＲ（大統領府公式ＨＰ）,ＵＮ（ユニオン紙）,ＧＭ(ガボン・マタン紙)､ＧＮ（ガ

ボン・ニュース電子版ニュース），ＡＦＰ，ＧＡ（Gabonactu.com），ＧＲ（ガボン・レヴユ

ー電子版ニュース），ＬＧ（ル・ガボン電子版ニュース），ＧＥ（ガボン・エコ電子版ニュ

ース）


